
 

 

 

 

摂 津 市 議 会 

 

民生常任委員会記録 
 

 

 

令和３年１０月１９日 

 

 

 

 

 

 

摂 津 市 議 会 
 



 

 

目       次 

 

民生常任委員会 

１０月１９日 

 

 会議日時、場所、出席委員、説明のため出席した者、出席した議会事務局職員 

 審査案件--------------------------------------------------------------------1 

 開会の宣告------------------------------------------------------------------2 

  市長挨拶 

 委員会記録署名委員の指名----------------------------------------------------2 

 議案第５２号所管分の審査----------------------------------------------------2 

  質疑（光好博幸委員、増永和起委員、森西正委員、水谷毅委員） 

 議案第５４号の審査---------------------------------------------------------22 

  質疑（増永和起委員） 

 議案第５７号の審査---------------------------------------------------------25 

  質疑（増永和起委員） 

 採決-----------------------------------------------------------------------27 

 閉会の宣告-----------------------------------------------------------------27

 

 



- 1 - 

 

民 生 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和３年１０月１９日（火）午前１０時    開会 

               午前１１時５９分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 香 川 良 平  副委員長 水 谷  毅   委  員 南 野 直 司  

  委  員 森 西  正 委  員 増 永 和 起   委  員 光 好 博 幸 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のために出席した者 

市 長 森山一正  副市長 奥村良夫   

生活環境部長 松方和彦  同部参事兼産業振興課長 吉田量治 

文化スポーツ課長 松本泰洋  環境政策課長 山本和憲 

保健福祉部長 野村眞二  同部理事 平井貴志 

同部参事兼保健福祉課長 荒井陽子  生活支援課長 山下 聰 

障害福祉課長 飯野祐介  高齢介護課長 真鍋伸也  
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事務局長 牛渡長子  同局書記 織田裕太 
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（午前１０時 開会） 

○香川良平委員長 ただいまから民生常

任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 めっきり朝晩冷え込みが厳しくなって

きたようでございますが、皆々様にはお忙

しいところを、本日、民生常任委員会をお

持ちいただきまして大変ありがとうござ

います。 

 まず最初に、このたびの改選によりまし

て、香川議員、水谷議員におかれましては

正副委員長への就任おめでとうございま

す。１年間、また何かとお世話をかけます

けれども、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 さて、本日の案件でございますけれども、

先日の本会議で民生常任委員会に付託さ

れました３件についてご審査をいただき

ます。何とぞ慎重審査の上、ご可決賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 

 一旦退席させていただきます。 

○香川良平委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、水谷委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 なお、本日の質疑・答弁については、新

型コロナウイルス感染予防の観点から着

座のまま質疑・答弁をしていただきますよ

う、よろしくお願いを申し上げます。議案

第５２号所管分の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 着座にて質問をさせて

いただきます。 

 全部で６点ございますので、よろしくお

願いいたします。 

 まず、質問一つ目です。 

 １６ページ、１７ページ、体育施設費と

してですね、受講料等負担金、３，０７８

万４，０００円、及び受講料の負担金とし

て４６万８，０００円が計上されてますけ

ど、まず１回目、内容についてお聞かせく

ださい。 

 質問番号２番目、１８ページ、１９ペー

ジの老人福祉費というところで、新型コロ

ナウイルス感染症対策高齢者雇用確保支

援金、３，１００万円を計上されてますけ

ども、まず１回目、内容についてお聞かせ

ください。 

 質問番号３番目、同じく１８、１９ペー

ジの障害福祉費として、これも新型コロナ

ウイルス感染症対策障害者雇用確保支援

金、１，０８３万円を計上されてます。こ

れも国の財源で賄われて同じような支援

金かと思いますけれども、内容について、

まず１回目お聞かせください。 

 質問番号４番目、これも１８ページ、１

９ページです。 

 保健衛生総務費というところで、産学官

民連携プラットフォーム構築支援業務負

担金、１７６万円を計上されてますけれど

も、まず、この産学官民連携プラットフォ

ームというところの文言があまり聞いた

ことのないようなフレーズでもございま
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すので、まず、この内容について先に聞か

せていただきたいと思います。 

 ５番目、２０ページ、２１ページで、商

工振興費というところで、まず一つ目にゴ

ールドステッカー認証店舗ＰＲ等委託料、

１７０万３，０００円です。ゴールドステ

ッカー認証店舗情報全戸配布業務委託料

が４９万５，０００円、これも同じ委託料

として計上されてますけど、その内容につ

いてまずお聞かせください。 

 最後６番目です。同じく２０ページ、２

１ページの商工振興費のスクラッチカー

ド交付金が４５７万２，０００円と新型コ

ロナウイルス感染症対策ゴールドステッ

カー認証店舗クーポン交付金、３，３７５

万円を計上されてますので、まず１回目、

内容についてお聞かせください。 

 以上６点です。よろしくお願いします。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります、質問番号１番のご

質問にお答えいたします。 

 体育施設費の受講料等負担金及び受講

料負担金につきまして、共に新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため施設の閉鎖

や教室の停止などを行ったことにより、教

室参加者、一般利用者が減ることで指定管

理者の責によらない部分で収入が減少し

ており、その分を指定管理者に補てんをす

るというものでございます。 

 特に温水プールでは、一般利用料金、市

主催の水泳教室料金についての収入があ

ることを前提とした利用料金制度を基に

指定管理者を募集しておりますことから、

そのまま、この一般利用料、市主催の水泳

教室受講料の料金分が減収となったまま

では指定管理料の算出の前提がくずれる

ということになります。 

 なお、受講料等負担金は温水プールを指

定管理するシンコースポーツ・日本管財グ

ループに、受講料負担金は体育施設を指定

管理する株式会社ＳＳＫに対し行うもの

でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 ２点目についてで

ございます。 

 高齢者雇用確保支援金の内容について

ですが、高齢者を雇用している摂津市内の

事業者を応援する目的で、前回の緊急事態

宣言期間中の令和３年８月２日から令和

３年９月３０日までの期間に摂津市に住

民基本台帳の登録があります６５歳以上

の市民を雇い入れている事業主に対しま

して、高齢者一人当たり１万円を、事業主

の申請により支給するものでございます。 

 対象者見込み数ですが、平成２７年度の

国勢調査を基に対象者の見込みを３，１０

０人と推計し、一人１万円として３，１０

０万円を計上いたしております。 

 対象とする事業所ですが、五つありまし

て、中小企業基本法に規定する中小企業者、

もしくは個人事業主、社会福祉法に規定す

る社会福祉法人、医療法に規定する医療法

人、特定非営利活動促進法に規定する特定

非営利活動法人、いわゆるＮＰＯ法人、最

後に摂津市シルバー人材センターでござ

います。 

 シルバー人材センターは、会員との直接

的な雇用関係にはございませんが、高齢者

の就業場所の確保に積極的に取り組んで

いただいておりますので、正会員一人当た

り１万円を対象としております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 
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○飯野障害福祉課長 ３番の質問にお答

えいたします。 

 障害者雇用確保支援金の内容でござい

ますが、身体障害者手帳、療育手帳、精神

障害者保健福祉手帳を所持する摂津市民

を、８月２日から９月３０日までの緊急事

態宣言期間中に雇い入れていた事業主に

対し、障害者一人当たり１万円を支給する

ものでございます。 

 対象となる障害者につきましては、昨年

度実施いたしました障害福祉に関する市

民アンケート調査において算出されまし

た障害種類別の一般就労率により、合計１，

０８３人と見込んでおります。 

 対象となる事業者につきましては、摂津

市シルバー人材センターを除き、高齢者雇

用確保支援金と同様で、一つ目に中小企業

者もしくは個人事業主、二つ目に社会福祉

法人、三つ目に医療法人、四つ目に特定非

営利活動法人となっております。 

 ただし、障害福祉事業所につきましては

福祉サービスの利用者を除くこととして

おります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号４番、産

学官民連携プラットフォーム構築の内容

についてお答えいたします。 

 健都におきましては、産学官民の連携に

より市民の健康づくりに役立つ製品やサ

ービスを生みだすとともに、市民の行動変

容を促す仕組み、プラットフォームの構築

を目指して、令和２年１１月から令和３年

１０月末まで、吹田市と共同で産学官民連

携プラットフォーム構築支援業務を実施

し、仕組みの検討や産学をつなぐフォーラ

ム、研究会の開催など試行的取り組みを行

い、機運を高めてまいりました。 

 これを第１期とし、令和３年１１月から

令和５年３月までを第２期として、健都に

おける産学官民連携体制の確立を目指し

て、新たな製品、サービスを生みだすため

の仕組みや会員登録制の市民サポーター

制度の構築・運用を行ってまいります。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係ります質問番号５番、６番につい

てお答えいたします。 

 質問番号５番、ゴールドステッカー認証

店舗ＰＲ等委託料の内容でございますが、

ゴールドステッカー認証店舗の情報を整

理し、独自のホームページを立ち上げ、店

舗情報の発信を行ってまいります。 

 また、ゴールドステッカー認証店舗ＰＲ

チラシの作成も同時に行ってまいります。 

 また、このチラシの配布ですが、ゴール

ドステッカー認証店舗情報全戸配布業務

委託料は作成したＰＲチラシを来年１月

に全戸配布するための業務委託料となっ

ております。 

 引き続きまして、質問番号６番、スクラ

ッチカード交付金でございます。 

 当事業に参加していただいている参加

店は、５００円の買い物ごとにスクラッチ

カードを渡しておりまして、このスクラッ

チカードの３００円商品券の当選確率を

２０％から４０％へ倍増し、また、特別賞

の１，０００円券を追加し、当選券の増加

分としての費用がスクラッチカード交付

金として今回計上させていただいており

ます。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対策ゴ

ールドステッカー認証店舗クーポン交付

金の内容でございますが、ゴールドステッ

カー認証店舗のクーポン事業に参加いた

だける店舗で３００円の割引ができるク
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ーポン券を５枚、ゴールドステッカー認証

店舗ＰＲチラシにつけて全戸配布する予

定でございます。その３００円割引のクー

ポン券の費用を今回、店舗クーポン交付金

として計上しております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 では、２回目お聞かせいただきます。 

 まず、質問番号１のところでございます。

受講料等負担金及び受講料負担金のとこ

ろについて理解いたしました。 

 次に受講料等負担金の金額の算出根拠

についてお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 質問番号２でございます。私の認識では

このような支援金って他市ではあまり実

施してないのではないかなというふうに

認識しておるんですけども、経緯について

お聞かせいただきたいのと、先ほど、一人

につき１万円、事業主の申請ということで

ございましたけど、これは支援金が個人に

渡るのか、あるいは事業者の判断なのかと

いうところも、参考にお聞かせいただきた

いと思います。 

 質問番号３番目、これは障害福祉費のと

ころの雇用確保支援金でございます。 

 これも先ほどの高齢者と同様のように

理解しましたけれども、これも経緯につい

て確認の意味でお聞かせいただきたいた

いなと思います。 

 質問番号４でございます。産学官民の連

携プラットフォームの内容についてお聞

かせいただきました。 

 この補正予算、負担金として計上されて

おるんですけども、その仕組みについてご

説明いただけたらと思います。お願いいた

します。 

 質問番号５番目でございます。内容を理

解いたしました。 

 ところで、これも参考程度でいいとは思

うんですけど、ゴールドステッカーの認証

店舗、今、対象がどれだけあって、どれぐ

らいの割合で取っているのかというとこ

ろと、また、テレビ報道等々で特に関東の

ほうかもしれませんが、突然、ルールの追

加というのがあったかと思います。そうい

った意味では、対応が遅れているとかいう

報道もありましたけれども、そういった混

乱がなかったのか、あるいはそういった対

応の遅れみたいなのがなかったのかとい

うのを参考程度にお聞かせください。 

 質問番号６番目、スクラッチカードにつ

いては理解いたしました。拡充されるとい

うことで当選確率が上がるということで

ございますけれども、ゴールドステッカー

認証店舗のクーポン事業のほうは、３００

円のクーポン券５枚を配布するＰＲチラ

シに添付されるということでしたけども、

これも本市独自の対応ではないのかなと

いうふうに認識しましたけど、もう少し詳

しくお聞かせいただければと思います。 

 ２回目、以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります、質問番号１番のご

質問にお答えいたします。 

 これまでも覚書を締結して、コロナウイ

ルスの影響を受けていない、平成２９年度

からの３年分の一般利用料、あと、市主催

の水泳教室の受講料の料金の平均値をと

った補てんをしてきておりまして、今年度

におきましても、施設の閉鎖を考慮せずに、

コロナウイルスによる年間利用者の減を

基に当初予算を算出いたしましたけれど
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も、４月２５日から６月２０日の施設の閉

鎖などによって受講料等負担金が不足す

る状況となりまして、施設の閉館等にも備

え、今回、一般利用料４２９万９，０００

円、教室の分につきましては２，６４８万

５，０００円、この分を合わせまして、受

講料等負担金として３，０７８万４，００

０円を計上しております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 ２点目でございま

す。高齢者雇用確保支援金の計上について

の経緯でございますが、長引くコロナ禍で

高齢者の社会参加活動が制限されるとい

うことによりまして、身体機能や認知機能

の低下の恐れが高まってきていると言わ

れております。 

 高齢者の就労は介護予防、認知症予防、

生きがい創出に大きく寄与していると考

えておりますので、緊急事態宣言期間中で

あっても、高齢者の雇用確保に努めていた

だいている事業主が今後も継続的な雇用

をしていただけるよう、応援の意味も込め

て実施するように至ったものでございま

す。 

 また、最新の労働力調査によりますと、

このコロナ禍の６５歳以上の失業者数は、

過去の失業者数の平均値より増加してい

ると。そして、その増加率はほかの年代の

方より多くなっているということもござ

いますので、高齢者が雇用の調整弁として

失業を余儀なくされているという状況に

もあると考えまして、今回の支援金の提案

に至りました。 

 支援金が個人に渡るものかどうかでご

ざいますが、高齢者個人への給付を目的と

したものではなく、事業主が高齢者の雇用

確保に努めていることに対しまして、感謝

や応援の意味も込めまして事業主に支給

するものでございます。高齢者の手元に届

くかどうかは、あくまでも事業主の考え方

や判断になってきます。 

 ただ、シルバー人材センターにつきまし

ては、長引くコロナ禍でモチベーションが

下がっている会員もおられるということ

を聞いておりますので、こういった制度が

あればということで、私も懇談をさせてい

ただいておりますけども、公益的な法人で

もあるため、なるべく会員に還元していき

たいという意向はお持ちということで聞

いております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 ３番の質問にお答

えいたします。障害者雇用確保支援金の提

案に至った経緯でございます。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大

や長期化が企業活動に影響を及ぼし、障害

者が雇用の調整弁として失業する例が多

く聞かれています。 

 また、今年３月から障害者の法定雇用率

が２．３％に引き上げられましたが、いま

だ達成できていない企業も多く、就労意欲

があっても社会参加がかなわない障害者

も多数存在すると思われます。 

 第４次摂津市障害者施策に関する長期

行動計画におきましても、誰もがその人ら

しく安心して暮らせる自立支援と共生の

まちづくりを基本理念に掲げております

が、就労というものは障害者の自立や社会

参加に欠かせない要素でございます。 

 緊急事態宣言中にもかかわらず、障害者

雇用の維持に努める事業主を支援するこ

とで障害者の自立支援と社会参加に資す

ることができるものと考え、事業を提案す

るに至ったものでございます。 
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 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号４番の

産学官民連携プラットフォーム構築支援

業務負担金の仕組みについてお答えいた

します。 

 北大阪健康医療都市産学官民連携プラ

ットフォーム構築支援に係る委託事業に

関する協定書に基づき、吹田市が構築支援

業務の受託者と契約し、摂津市は業務に要

する費用について吹田市に負担金を支払

うという仕組みでございます。 

 負担割合は、面積案分で総額の３２％と

なっております。 

 今回の補正予算は、第２期の委託費用総

額１，８７０万円のうち、令和３年度の総

事業費５５０万円に対し、摂津市の負担額

１７６万円を計上しております。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、質問番

号５番、飲食店ゴールドステッカーの認証

店舗の割合についてお答えさせていただ

きます。 

 ゴールドステッカーの対象は飲食店で

ございますので、市内飲食店は約３７０店

舗ございます。ゴールドステッカーの認証

店舗は１０月１５日時点で２０４店舗と

いうことでございますので、約５５％の店

舗は認証をとられている状況でございま

す。 

 ゴールドステッカーの認証についての

混乱がなかったかということでございま

すが、本年６月からゴールドステッカーの

認証は始まっており、本市では１０月５日

時点で１８１店舗のゴールドステッカー

の認証店舗がございました。その後、認証

された店舗が約２０店舗ございます。 

 委員がご指摘のように、９月末に緊急事

態宣言解除後に飲食店での飲酒や営業時

間の取り扱いに間違いがございましたの

で、急遽、ゴールドステッカーの認証の手

続をされた飲食店の方がおられたという

ことは聞いておりますが、本市では特に大

きな混乱があったというふうには聞いて

おりません。 

 引き続きまして、質問番号６番のゴール

ドステッカー認証店事業のもう少し詳し

い内容ということでございます。 

 この事業で、クーポン事業自身は府下で

は幾つかの市がされていたりしてござい

ますが、あまり近隣ではされてないのでは

ないかと思っております。 

 この店舗クーポン交付金に関しまして、

クーポン券を全戸配布し、クーポン事業に

参加しているゴールドステッカー認証店

舗で５００円に対して３００円の割引ク

ーポンが利用できるという仕組みを考え

ております。 

 参加店舗で使っていただいたクーポン

券を市に定期的に請求いただいて、市が事

業所にそのクーポンの請求があった分を

審査させていただいて支払うというふう

な仕組みでさせていただく予定になって

おります。 

 また、今月末には、このゴールドステッ

カー認証店舗にこのＰＲ事業及びクーポ

ン事業の参加の有無の案内をさせていた

だきまして、店舗情報やクーポン事業参加

を電子申請、もしくは紙の申請で依頼を予

定しておる状況でございます。 

 １１月中旬ぐらいには参加店舗を募集

して、並行してホームページやチラシ作成

の事業者募集なども実施して、事業を進め

てまいりたいと考えている状況でござい

ます。 

 以上でございます。 
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○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございまし

た。 

 それでは、３回目ということで、まず質

問番号１番目でございます。 

 受講料等の負担金について過去３年間

の平均ということで理解いたしました。 

 指定管理は、利用料金制とそれ以外に分

かれると認識しています。 

 特にこの利用料金制度ですか、これは指

定管理者の経営努力、あるいはそういった

収入増加によって市民サービスに移行で

きると認識しております。 

 状況に応じていろいろ判断が変わるか

と思うんですけども、ぜひ、こういった制

度も活用しながら、これからも進めていた

だければなというふうに思います。 

 これは、意見というか、要望としておき

ます。お願いいたします。 

 質問番号２番目です。高齢者への支援金

のところでございます。理解いたしました。 

 答弁の中で、高齢者雇用が調整弁という

か、失業を余儀なくされているというお話

がございました。重く受け止めております

けれども、特に中小企業はコロナ禍におい

て本当に厳しい状況になっているのでは

ないかなというふうに思いますし、先ほど

おっしゃってました感謝の気持ちであっ

たり応援の意味を込めているということ

で、個人ではなくて、事業主へというお話

だったと思います。 

 どうせなら早く事業主に行き渡るよう

に努めていただければというふうに思い

ます。これも要望としておきます。 

 質問番号３番目でございます。これは障

害者雇用の支援金というところでござい

ます。 

 これも同じく障害者雇用が調整弁とい

うことのご回答もありまして、これも厳し

いなというふうに思ったところでござい

ますけれども、特に障害者雇用の維持に努

める事業主というところでいきますと、そ

の支援金というのは有効な手段なんじゃ

ないかなというふうに思っておりますの

で、これも先ほどと同様に、早期に執行さ

れるように努めていただければというふ

うに思います。これも以上でございます。 

 質問番号４番目です。産学官民連携プラ

ットフォームの仕組みについてお聞かせ

いただきました。おおむね理解いたしまし

た。 

 ところで、健都というお話が先ほどから

出てきています。 

 角度を変えますけど、５ページに、この

債務負担行為の補正で、健都推進事業で令

和４年度、４２２万４，０００円というと

ころで、債務負担行為の補正で計上されて

おりまして、こことの関連性があるんじゃ

ないかなというふうに受け取ったわけで

すけれども、このあたりについてご説明い

ただければというふうに思います。よろし

くお願いいたします。 

 質問番号５番目です。ゴールドステッカ

ーの話でございます。１０月１５日時点で

５５％というところ、混乱はなかったとい

う話でございます。 

 新聞を見てますと、大阪府のほうでは９

月末時点で大体７割ぐらいの申請があっ

て、半数以上が認証を受けたというところ

で、同様の傾向にあるのかなというふうに

認識いたしました。 

 先ほども言いましたけども、混乱もなか

ったということで安心いたしましたので、

引き続きしっかりと取り組んでいただけ

ればというふうに思います。これも質問を

終わらせていただきます。 
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 質問番号６番目です。商工振興費のとこ

ろです、理解いたしました。 

  スクラッチカードの交付もそうです

けども、やはり市内の小売店とか、あるい

は飲食店へ足を運ぶきっかけになると思

いますので、ぜひ、こういった取り組みも

含めて、ぜひ盛り上げていってほしいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 ３回目、以上です。確認の意味で１点だ

けお願いします。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 ５ページの債務

負担行為の補正についてお答えいたしま

す。 

 この債務負担行為の補正は、産学官民連

携プラットフォーム構築支援業務の第２

期分に係る費用でございます。 

 令和４年度の総事業費１，３２０万円の

うち、摂津市の負担額４２２万４，０００

円を計上しているものでございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 分かりました。 

 やはり関連性があったというふうに理

解いたしました。 

 健都では、企業等の連携によって新たな

ヘルスケアサービスの創出が期待されて

いるというふうに私は認識しております。 

 新たな仕掛けとか仕組みづくりもポイ

ントになろうかと思いますので、ぜひ、先

ほど言ってましたように、吹田市ともしっ

かり連携しながら取り組んでいただけれ

ばなというふうに考えております。よろし

くお願いいたします。 

 長くなりましたけど、私の質問は以上で

ございます。 

○香川良平委員長 光好委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございませんか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 おはようございます。そ

れでは、質問させていただきます。 

 まず１２ページ、歳入のほうですけれど

も、新型コロナウイルス感染症生活困窮者

自立支援金支給事務費補助金、この中身に

ついて教えてください。 

 ２番目、光好委員も質問されてましたけ

れども、１６ページの体育施設費、受講料

等負担金ですね。中身については今のお話

で分かりました。 

 働いている方々がそこの委託先にいら

っしゃると思うんです。やはり先ほどから

高齢者とか障害者が雇用の調整弁になっ

ているというふうなお話がありましたけ

れども、パートや非正規で働いてはる方と

かもたくさんそういう環境にあると思う

んですが、ここで働いておられる方の雇用

状況がどうなっているのかということに

ついてお聞かせください。 

 続きまして、１８ページ、新型コロナウ

イルス感染症対策検体採取補助金。追加の

予算ということだと思うんですけれども、

今の感染の状況というのが摂津市でどう

なっているのか。 

 新型コロナウイルスの第６波の懸念と

いうのがあると思うんですけれども、それ

を抑え込むために、今こそ無症状の方も含

む検査の拡充を大幅に実施しなければい

けないのではないかと考えるものですが、

そのことについてどうお考えかをお聞き

したいと思います。 

 続きまして４番目です。これも光好委員

の質問にもありましたけれども、新型コロ

ナウイルス感染症対策高齢者雇用確保支

援金、先ほどのお話で中身については分か
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りました。 

 シルバー人材センターで働く人が収入

が下がっても、なかなかそれに対して国民

健康保険でも介護保険でもコロナに係る

減免制度を使えなかったと思うんですね。

これについて支援が、一人１万円というこ

とだけれども、それは事業所がどうするか

を決めるんだと、雇用される人に直接その

お金がいくわけではないというお話だっ

たので、収入が下がっても補てんがなかな

か受けられなかった方にもしっかりとそ

ういうことが届くようにしてほしいとい

うふうに思うんですけど、改めてそのこと

についてもう一度お考えをお聞きしたい

と思います。 

 続きまして５番目です。２０ページ、過

年度分国庫返還金というのが保健衛生費

で上がっていると思うんですけど、この中

身について教えてください。 

 それから６番目です。同じく２０ページ、

ゴールドステッカーの件が、光好委員のほ

うからも質問がありまして、中身について

は理解をいたしました。 

 ただ、申請での混乱は摂津市ではなかっ

たというお話ですけれども、私が知ってい

るお店なんかでは、やっぱり非常にこうい

うことの申請の負担が大きいということ

はおっしゃっていました。 

 今回、この事業を行われるわけですけれ

ども、これが一体どれぐらいの利用がある

というふうに見込んでおられるのか。２０

２０年度、大阪府が行った支援金は市町村

も半額負担せよということで、市町村の了

解もなくやりはったと思うんですけれど

も、結局終わってみたら、その予算の半分

ほどしか使われなかったというふうなこ

ともあったと思うんです。 

 今、摂津市が行っている一時支援金、こ

ういう部分についても一体どれぐらいこ

れが利用されているのか。これからの見込

みと、それから今やっている支援金分の上

乗せの補助金ですね、ここをどれぐらい、

実際に行われているのか、この二つを教え

ていただきたいと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

１番、新型コロナウイルス感染症生活困窮

者自立支援金支給事務費補助金の内容等

につきましてご説明させていただきます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症による

経済的な影響が長期化することによりま

して、国のほうで行っております総合支援

資金ですとか、緊急小口資金、これらの貸

付制度を既に限度額まで借りられて、これ

以上利用することができない世帯の方に

対しまして、就労支援等による自立を支援

するために今年７月から始まった制度で

ございまして、当初の申請期限は令和３年

８月３１日まででございました。 

 しかし、長引くこのコロナ禍におきまし

て、国のほうも今般１１月３０日まで申請

期限を延長いたしました。それに伴いまし

て、例えば会計年度任用職員の方の報酬手

当ですとか、支給事務に必要な消耗品費、

印刷製本費、通信運搬費、そういった分に

つきまして国のほうから、それらの追加協

議を受けるという通知を受けまして、今回

補正をお願いしたところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係ります、質問番号２番のご

質問にお答えいたします。 

 文化スポーツ課関連施設で働いている
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人の雇用状況でございますけれども、体育

施設、温水プール共に閉鎖等をしておりま

したけれども、施設の予約事務は継続して

おりましたし、施設閉鎖に伴って業務がな

くなっているわけではなく、働いてもらっ

ておりました。 

 したがいまして、文化スポーツ課所管の

指定管理における直接雇用におきまして、

人員整理などは行われていないと確認し

ております。 

 指定管理者におきましては、引き続き適

正に運営されるよう連携を行ってまいり

ます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号３番、本市の新型コロナウイルス感染状

況と無症状の方への対応についてお答え

いたします。 

 まず、本市の感染状況につきましては、

本日現在でトータル１，８００人となりま

した。 

 大阪府の傾向と同様に、若い方２０代、

３０代の方の感染がふえている状況にご

ざいます。 

 無症状の方についての対応でございま

すけれども、他の自治体で様々な方法で検

査をされているところもあることは承知

しております。 

 本市につきましては、まず熱やせきの症

状のある方が医療機関において受診、検査

が速やかにできるように体制整備をする

ために、この検体採取補助金を行っている

ものでございます。ですので、まずはこち

らのほうを優先してやっていきたいとい

うことでございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 高齢介護課でござ

います。高齢者雇用確保支援金についてで

ございます。 

 シルバー人材センターについてですが、

会員が９４２名おられます。 

 私も懇談をさせていただいてますけど

も、度重なる緊急事態宣言で公共施設が閉

鎖されるということもございました。その

中でやっぱりシルバー人材センターの管

理業務とか清掃業務とか、そういった仕事

がなくなっているというお話もお聞きし

ております。 

 会員の収入ベースの全体で令和２年度

と令和３年度の現時点、合わせまして２，

０００万円以上の収入が減ってきている

というのもお聞きしております。 

 私としましても、こういうお話をさせて

もらったときには、なるべく会員に還元を

していきたいという意向も聞いておりま

すので、高齢介護課としてもどう配分して

いくのかというのを確認しながら進めて

まいりたいと思っております。 

 元気がなくなっているシルバー人材セ

ンターの会員もおられるようですので、私

としましても、これをきっかけに元気にな

って活動してもらいたいという思いでお

ります。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、産業振

興課に係りますご質問についてお答えさ

せていただきます。 

 この新型コロナウイルス感染症対策、ゴ

ールドステッカー認証店舗クーポン交付

金の予算の分なんですけれども、今回配布

する予定のクーポンの約半分の利用を見

込んだ予算を計上させていただいており

ます。 
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 また、今やっている飲食店等取引等事業

者等支援金でございますが、国の一時支援

金や月次支援金の給付を受けられた方に

給付させていただいております事業で現

在、５０％の執行を終えておりまして、約

７０％を想定しておる状況でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、過年度

分国庫返還金についてのご質問にお答え

いたします。 

 これにつきましては、一つは第５期風疹

の予防接種事業費補助金の返還に関する

もので、８２万３，０００円でございます。 

 もう一点は新型コロナワクチン接種体

制確保補助金返還金で１７３万４，０００

円となっております。 

 第５期風疹の予防接種につきましては、

風疹が原因となる先天性風疹症候群を防

ぐため公的な予防接種の対象とならなか

った、抗体価が低い世代である昭和３７年

４月２日から昭和５４年４月１日生まれ

の男性を対象に抗体検査を行い、陰性が確

認された人が予防接種の対象となります。 

 補助金は抗体検査に係る経費の２分の

１で、令和２年度の内示額と実績額の差額

８２万３，０００円を返還するものでござ

います。 

 もう一点、新型コロナワクチン接種体制

確保補助金につきましては、接種のために

必要な体制を実際の接種より前に着実に

整備することを目的として交付される１

０分の１０の補助金であり、今回の補正は

令和２年度の受け入れ額２，０００万円と

実行額１，８２６万６，０００円の差額で

ある１７３万４，０００円を返還するもの

でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 まず１番目、このコロナ禍が長引く中で、

先ほどから仕事がなくなったとか調整弁

だとかいう話がいろいろと出てきている

ということが分かるわけですけれども、１

１月３０日までに申請が延長となったと

いうことですが、今、摂津市のほうでは実

際の申請というのがどうなっているのか

っていうことについてお聞きしたいと思

います。 

 次、２番目です。体育施設費のところで、

直接雇用の方にはちゃんと仕事もしてい

ただいてたので、人員削減というようなこ

とは行われていないということです。 

 これからもやはりそこの点はしっかり

と堅持してもらうように、市として目配り

をしていただきたいと思います。よろしく

お願いします。これは要望といたします。 

 ３番目です。新型コロナ感染症対策検体

採取補助金です。 

 今のお話でもありましたけれども、やは

り若い方に、今、感染が広がっているとい

うことです。無症状の方も含む大規模検査

をしてしっかり第６波を押さえこむとい

うことが必要だと思っているんですけれ

ども、定期的な検査、これが最初は障害

者・高齢者の入所施設だけで行われていた

分が、今、作業所であるとか、それからデ

イサービスなどの職員なんかに定期的な

検査が行われていっているということが

あります。 

 しかし、保育所とか、それから学校の先

生ですね、寝屋川市なんかはこういうこと

も行っているんですけれども、ＰＣＲ検査

の定期的検査、こういうことについてどう

思われるか、摂津市でやっていただけない

かということについてお聞きをしたいと
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思います。 

 次に４番目です。シルバー人材センター

で働く方々の収入が減っているというこ

とで大変な影響だなと思います。 

 繰り返しになりますけれども、新型コロ

ナウイルスに係る減免というのが国民健

康保険でも介護保険でもありますけれど

も、シルバー人材センターの方は、働いて

収入が減っても、それが給与という形では

なくて、報酬という形で確定申告されてい

るということで、その減収があっても減免

の対象にならないというふうなことで、本

当にしんどい思いをしてらっしゃる方々

がたくさんいらっしゃると思うので、しっ

かりとその雇用されている方にお金がち

ゃんと渡るように、市のほうからも積極的

に働きかけていただきたいと思います。こ

れは要望としておきます。 

 ５番目です。風疹と新型コロナウイルス

と両方のところで過年度分の国庫返還金

がありますということでした。 

 コールセンターとかそういうものの設

置とかいろいろ使われたと思うんですけ

れども、コールセンターはかなり混乱もあ

ったかと思うんですけれども、今、ワクチ

ンの接種の状況ですね、これがどうなって

いるのかというのを、市全体としてもそう

ですし、高齢者と、あと、それ以外の若い

方に接種が行われたと思うんですけれど

も、そこら辺の接種状況、これについて、

ざっくりとで結構です、教えていただけた

らなというふうに思います。 

 次、６番目です。 

 今、行われている分は一時金、月次支援

金の上乗せ分の５０％執行で、これは７

０％ぐらいいくだろうという見込みとい

うことですね。 

 予算だけ大きいけど、結局中身を開けて

見たら、何やこれだけしか使ってなかった

というふうなことにならないように、利用

をしっかりしていただくようにしてもら

いたいなというふうに思います。 

 市長は、国や府の支援を受けられないと

ころへしっかり支援をしたいと、コロナ対

策の最初の頃、そういうお話をされてたと

思うんです。 

 ところが、この間、見てきてますと、事

業所への支援策は国やら府やらの支援が

あるところに上乗せをするというふうな

形の支援になってきているのではないか

なというふうに思うんです。それはそれで

やっていただいたらいいと思うんですよ。 

 それはいいと思うんですけれども、やは

り国や府の支援というのは、国なんか５

０％以上の売り上げ減少でないとあかん

とか、非常に厳しい要件があります。そこ

に引っ掛からないところ、本当に引っ掛か

らないんだけどしんどくて大変だという

ところがたくさんあると思いますので、そ

ういう国や府の支援を受けられないとこ

ろをこれから支援していくという、そうい

う施策が必要ではないかと思うんですが、

お考えをお聞きしたいと思います。 

 ２回目、以上です。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、増永委員

の２回目のご質問、本市におきます生活困

窮者自立支援金の申請状況でございます。 

 １０月１８日時点の申請世帯数は５７

世帯、支払済額は９６０万円でございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、質問番

号３番の新型コロナウイルスの感染につ

いて、無症状な方への定期的な検査につい

て市の考え方ということでお答えさせて
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いただきます。 

 ＰＣＲ検査や抗原検査は、検査した時点

の感染の有無であり、感染者の把握の観点

では継続的な実施が必要でございますけ

れども、検査体制や費用面を踏まえると非

常に慎重な議論になるかと考えておりま

す。 

 なお、保健所の疫学検査については、従

前よりかなり幅広く濃厚接触者を特定し

ており、現在の感染者の多くは濃厚接触者

であるものと認識しております。以上によ

りＰＣＲ検査については行政検査が最優

先されるものだと認識しておりますので、

無症状の方への定期的な検査については

今のところ考えておりません。 

 次に、新型コロナウイルスワクチンの接

種状況についてお答えいたします。 

 対象となる１２歳以上の方の１回目の

接種率につきましては、１０月１８日現在

７６％ということになってございます。 

 ６５歳以上に限って申し上げますと、８

９．８％ということで、およそ９割の方が

接種を終了されているということになっ

ております。 

 若い世代の方につきましても、１５歳か

ら３０歳ぐらいを見ても、６割程度接種を

されております。１２歳から１４歳までの

方については現在２６％ぐらいになって

おります。 

 以上です。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、国の支

援が届かない、そういうところにも支援を

考えないのかというご質問についてお答

えさせていただきたいと思います。 

 本市としても、今回、もちろん国の一時

支援金や月次支援金などの給付を受けら

れている事業者に飲食店等取引事業者等

支援金を市として独自で給付させていた

だいておりますが、この制度に関しまして

も、追随するように大阪府がつい最近、給

付を上乗せするというように、必ずしも制

度のほうを、国や府が足りない部分という

形でさせていただいている意図は一定、市

としてあるのではないかなと考えており

ます。 

 また、市独自でずっと続けさせていただ

いてますセッピースクラッチの事業なん

かは独自性が非常に高いし、市独自という

ふうな支援を上乗せするという形でより

活性化しているのではないかと思ってお

りますので、なかなかどの部分にしていく

のかという状況に関しましては、全体の状

況とか経済の状況とか、職種の状況などを

見させていただくということもございま

すので、もちろん市独自の部分として足り

ないところに適時考えていく必要はござ

いますが、支援をしていないということは

ないと考えている状況でございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 １番目です。自立支援の

ほうですけれども、コロナ禍が長引いて貸

し付けの限度額いっぱいというような

方々が申請をされるという内容なんです

けれども、やはり一時しのぎでいけるのか

というところもあると思うんです。 

 やはり生活保護の制度にしっかりつな

ぐとか、そういうケースもあると思うので、

配慮をしていただいていると思うんです

けれども、必要な方はやはり生活保護も受

けていただくとか、いろいろとした支援も

していただきたいなというふうに思いま

すので、要望としておきます。 

 続きまして３番です。今、実際に大阪府

なんかも、先ほど紹介しましたように、高
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齢者の施設なんかでこういう定期的なＰ

ＣＲ検査を広げてきているわけです。 

 今、若い方の中で感染が広がっている、

子どもたちの中で感染が広がっていると

いう中で、やっぱり保育士とか学校の先生

とかの定期的な検査というのはぜひとも

必要だと思います。なので、これはぜひや

っていただきたいということで、要望とし

ておきます。 

 それから、自宅待機の人が今ふえている

と思うんですけど、その人数とか実態とか

をつかんでらっしゃるのか。 

 茨木市などはお買い物支援とか日用品、

食料品、乳幼児食等の配達、こういうのを

行っているそうです。本市としてもそうい

うことが必要になっているのではないか。

私の周りでも何人も子育て世代の方なん

かでコロナウイルスに感染して自宅待機

になっているというふうな方をお聞きす

るようになってきました。こういう制度、

必要ではないかと思うんですが、いかがで

しょうか。 

 続きまして５番目です。 

 ３回目のワクチン接種というようなこ

とも言われておりますけれども、ぜひ、混

乱のないようにしっかりと希望される方

には全てワクチン接種ができるように行

っていっていただきたいと思いますので、

これは要望としておきます。 

 ６番目のゴールドステッカーの件です。

大阪府が後から追随したからその制度が

いいんだというのはどうなのかなという

ふうに思います。 

 先ほども申しましたように、やっぱり国

や府の制度って多くの資料を出さないと

いけなかったりとか、事業主に非常に負担

が大きいんです。対象範囲も狭いところな

ので、そこで救えないところこそ、やっぱ

り摂津市がしっかりと救っていくという、

そういう支援をこれから打ち出してほし

いなというふうに強く思いますので、要望

としておきますので、ぜひ考えてください。

これは要望です。 

 以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、新型コ

ロナウイルスの自宅待機者への生活支援

についてのご質問にお答えいたします。 

 自宅待機者の数につきましては、危機管

理の観点から定期的に情報が入ってくる

ということになっております。 

 それから、自宅待機者への生活支援とい

う制度につきましてでございますけれど

も、市としましては、確かにそういった方

がいらっしゃるということは認識をして

おります。 

 現在、ボランティアで生活支援のような

ことを行ってくださるところも出てきて

いるという情報をつかんでおりますので、

そういったところと連携しながら生活支

援について周知をしていければと考えて

おります。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 分かりました。ボランテ

ィアに頼るのではなくて、やっぱり市のほ

うでしっかりとそういう体制をつくって

いただきたいなということを最後に要望

いたしまして、私の質問を終わります。 

○香川良平委員長 増永委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 全体でお金の流れを教え

てほしいんです。民生費、衛生費の国庫補

助金は、会計年度任用職員の報酬や、消耗



- 16 - 

 

品などに充てられているという答弁があ

り、また衛生費において新型コロナウイル

スワクチン接種体制確保補助金は、この予

防費の中の金額なのかなと思うんです。他

には、様々な補助金とか支援金というのが

ありますけれども、財源はどれが臨時交付

金になるのか、地方交付税の割り振りを教

えていただけたらと思います。 

 それと、体育施設、施設費の受講料等負

担金、受講料負担金のところです。契約の

段階で例えばコロナウイルスの減収につ

いての条項等がもともとはあったのかど

うか、お聞かせいただきたいと思います。 

 それと、社会福祉総務費の新型コロナウ

イルス感染症対策検体採取補助金なんで

すけれども、私の記憶の中では当初予算を

組んで、３月末まで補助金というのがあっ

て、４月からその補助金がなくて、補正を

組まれたというふうに思うんです。今回、

またコロナ禍のこの状況が悪化したとき

には、補正を組んでいこうという考えなの

か、その点をお聞かせをいただきたいとい

うふうに思います。 

 それと、衛生費の産学官民連携のプラッ

トフォーム構築支援業務負担金ですけれ

ども、当初予算の段階では分からなかった

ものなのか教えていただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、森西委員

の１回目のご質問、新型コロナウイルス感

染症生活困窮者自立支援金支給事務費補

助金にかかります歳出の財源内訳につい

て、ご説明させていただきます。 

 この国補助金につきましては、新型コロ

ナウイルス感染症セーフティネット強化

交付金ということで、国が１０分の１０措

置ということになっております。ですから、

補正予算書１８ページ、１９ページに記載

されております民生費、社会福祉費、目１

社会福祉総務費の報酬９５万７，０００円、

職員手当等３５万７，０００円、旅費１０

万２，０００円、需用費５万５，０００円、

役務費１５万４，０００円、これらにつき

ましては全て当該補助金の対象となりま

すので、言わば市の持ち出しはないという

形になっております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 補助金の関係でご質問が

ありまして、一定整理した形で私のほうか

ら答弁させていただきます。 

 コロナ対策につきましては、こういう内

示額を渡すのでこれでコロナ対策をやっ

てくださいというのが地方創生臨時交付

金でございます。 

 それから、原課がそれぞれ事業をやると

きに、こういう事業をする場合にはこうい

う補助金がありますということで、直接原

課のほうに交付される補助金がございま

す。 

１３ページのところに、地方創生臨時交

付金６，６７５万１，０００円がございま

す。これの財源はどこに充てているかとい

いますと、１８ページ、ここのところに３，

１００万円、それから障害福祉費のところ

で１，０８３万円、次のページの商工費の

ところに２，４９２万１，０００円、ここ

で６，６７５万１，０００円の事業費を充

てております。 

 それから次に、社会福祉費の補助金です

が、１６２万５，０００円ですが、これは

１９ページ、社会福祉総務費に１６２万５，

０００円があたっております。 

 情報機器整備費補助金、２６万２，００
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０円なんですが、これにつきましては２４

ページの小学校費の学校管理費１７万５，

０００円、それから中学校費の学校管理費

８万７，０００円、こういうところにあた

ってございます。 

 地方創生臨時交付金ですが、昨年は第１

次、第２次というふうに予算配分がござい

ました。今回第３次ということで、６，６

７５万１，０００円を生かしまして、それ

ぞれ事業を展開する予定で補正予算を上

げております。 

 事業総トータルいたしますと、２億４６

０万８，０００円の事業に対しまして、６，

６７５万１，０００円をそれぞれ主要なと

ころに財源を充てております。つまるとこ

ろは一般財源１億３，７８５万７，０００

円の一般財源を追加財源といたしまして、

今回２億４００万円ほどのコロナ対策の

事業を計上させていただいているという

ことでございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 松本課長。 

○松本文化スポーツ課長 それでは、文化

スポーツ課に係りますご質問にお答えい

たします。 

 今回のこの受講料等負担金等々の分に

ついてですけども、温水プールですと摂津

市立温水プールの管理に関する基本協定

といったものを結んでおります。その中に

責任分担という項目がありまして、管理業

務に係る責任の分担は別表２のとおりと

すると。この別表２の中身は何かというと、

不可抗力に伴う事業の中断及びこれに伴

う指定管理者の損害については協議事項

とする、という中身がございます。それを

基に、実際に摂津市立温水プールの管理に

関する基本協定に基づき決定した、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大防止に係る責

任負担に関する覚書といったものを締結

をいたしまして、これまで運用をしておる

ところでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 それでは、新型コ

ロナウイルス感染症対策検体採取補助金

についてのご質問にお答えいたします。 

 この補助金の動きということでござい

ますが、令和３年５月１４日の臨時議会の

補正第３号で、１億円の補正予算を計上し、

対象期間を年度当初に遡って四半期ごと

に実績報告をいただき、補助金を交付して

おりますが、この半年間で感染の第４波、

第５波を迎え、検査数が大幅に増加いたし

ました。この実績を踏まえて、今後の推移

を予測し、今回補正予算を計上しているも

のでございます。 

 今回の５，２００万円というのは、年度

末までと考えており、１０月からの下半期

に感染が収まり検査数が減少すれば、今回

の補正額で足らなくはならないと考えま

すけれども、感染状況が不透明ですので、

逆のケースも十分にあり得ます。 

 感染が拡大し検査数がふえた状況のと

きこそ、補助金交付の必要性が高まると考

えております。したがって、感染拡大の状

況や国、府の方針などを十分に踏まえて、

その時点で検討してまいりたいと思って

おります。 

 続きまして、産学官民連携プラットフォ

ーム構築支援業務負担金についてのご質

問にお答えいたします。 

 この事業につきましては、先ほど少し申

し上げましたけれども、第 1期にフォーラ

ムでありますとか研修会を行って、その機

運を高めてまいりました。その成果を踏ま

えて、第２期での業務を決めてまいったと



- 18 - 

 

ころでございますので、この第２期につい

て金額的、内容的にも当初の時点で決めら

れなかったと考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 森西委員。 

○森西正委員 先ほども言いましたが、緊

急事態宣言が解除になりましたけれども、

今後の動向は、それはもう誰も想定ができ

ないというふうなことだというふうに思

います。 

 そこで今後も補正を組まなければなら

ないというのは出てくるかも分かりませ

んけれども、市民の方がそこは安心して生

活ができると、それが何よりもまず優先で、

困ってる人に、手を差し伸べていく、そこ

も優先的に考えていただいて、市政運営を

図っていただけますよう、要望で終わりた

いと思います。 

○香川良平委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、４点質問させて

いただきたいと思います。 

 まず１点目は、１２ページのコロナ関連

の事務費の件です。コロナ禍において、

様々な資金繰りで市民の方も悩まれて、窓

口に来られてると思うんですけども、私の

ほうも何件か、社会福祉協議会がやってる

貸付金の手続の手伝いをさせてもらった

りとかしたんですけども、原課と社会福祉

協議会との関わり方ですね、今回どのよう

な取り組みをされたのか、それから事務量

がふえてるのは事実だと思うんですけど

も、ふえた事務量の人員をどうやって補っ

ていったのか、分かる範囲で教えてくださ

い。 

 続いて２点目です。１８ページの高齢者

の確保支援金の件です。これは高齢者を雇

用していただいてる事業者に対して、ある

意味応援金という趣旨だと思うんですけ

ども、じゃあ、例えばＡという会社があっ

て、そこに今高齢者が５名働いていますと。

現在の５名なのか、どの時点で働いてる人

を対象にしてカウントするのか、教えてい

ただきたいと思います。 

 ３点目です。産学官民連携プラットフォ

ーム構築支援業務負担金です。補正予算で

も債務負担行為でも、今後もその事業です

ね、継続していけるというのは読み取れる

んですけども、先ほど答弁の中で、吹田市

に対してのその負担を支払うという発言

があったんですけども、摂津市の事業でも

あるわけで、でも何か吹田シフトのような

気がしたんですけども、その辺どういうふ

うにお考えなのか。 

 もう一点は、この事業を進めるに当たっ

て、専任者はおられるのか、お聞かせいた

だきたいと思います。２回目で理事にも、

今までと今後の展望についてもお聞かせ

いただきたいと思います。 

 続いて４点目です。ゴールドステッカー

の件ですけども、申請の数とか現在申請、

認定があった数とかをお聞きしたんです

けども、現在申請中の方への対応はどうい

うふうに考えるのか、これについてお聞か

せいただきたいと思います。 

 １点目は以上です。 

○香川良平委員長 答弁を求めます。 

 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、生活困窮

者自立支援金に係りますご質問、原課と社

会福祉協議会との連携体制ですね、これに

つきましてご答弁させていただきます。 

 先ほども申しましたとおり、支援金の受

給条件としまして、既に緊急小口資金、総
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合支援資金、各種貸付の限度額まで借りら

れてる方が対象ということでございます

ので、そういった情報につきましては大阪

府の社会福祉協議会のほうから情報提供

を受けております。ただし、借りられてる

本人自身がまだどこまで借りれるのか、そ

の他にも収入要件、資産要件がございます

ので、それに該当するのか分かりにくいと

いう方につきましては、郵便で支援金のご

案内を送るのもそうですが、直接電話等連

絡によってご説明させていただくケース

もございます。 

 そういった形で、不明な点がこちらもあ

りましたら当然社会福祉協議会にも情報

提供を求めるなどして、一人も網からこぼ

れることのないように、対象者の方全てに

きちんと情報提供を行って、対応している

ところでございます。 

 続きまして、この支援金制度は今年７月

から急遽始まった制度ですが、その人員体

制ということでございますが、この支援金

給付事業に対応するための自立相談支援

員を２名、あと事務補助員を１名、計３名

新たに追加雇用いたしまして、現在対応し

ておるところでございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 高齢者雇用確保支

援金でございます。それぞれの企業で高齢

者を雇用している人数で支給をさせてい

ただこうと思っておるんですけども、雇用

契約があれば対象ということで、手続的に

は申請書を出していただくんですけども、

雇用契約をどう確認するかというところ

で、労働者名簿というのが会社には必ず備

え付けてあるということで、労働者名簿を

提出していただこうと考えております。 

 令和３年８月２日から９月３０日の間

で、一日でも雇用があれば対象としようか

なというふうに思っておりまして、そこで

労働者名簿があれば対象とはさせていた

だくつもりでおります。 

 そのほかには、緊急事態宣言期間中に、

お店を閉めていたというのもあるかも分

かりませんので、就労の実績はなくても労

働者名簿に登載されていれば対象にする

ということで、考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 産学官民連携プ

ラットフォーム構築支援業務につきまし

てのご質問にお答えいたします。 

 確かに、負担金の流れとしましては、先

ほども少しお話ししましたとおり、協定書

に基づいて吹田市に負担金を支払うとい

う仕組みですけれども、産学官民の官の部

分であります、吹田市、摂津市はその役割

として市民連携の仕組みであるとかを、連

携して行っておりますので、原課の思いと

しては、吹田市と対等に取り組んでいると

いうふうに考えております。 

 それから、担当者としましては保健福祉

課に２名でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 ゴールドステッ

カーの申請中の取り扱いに関してなんで

すけど、基本的にはゴールドステッカーの

認証の確認ですね、ご案内に関しては１０

月末に認証を受けてるところに関してご

案内させていただきます。大阪府が定期的、

１日か２日程度で認証の更新をされてお

りますので、大体二、三店舗ずつふえてお

る状況を見ておりますので、適時１０月末

以降で、認定を受けられたところに関して

は追加でまたご案内等をさせていただい
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て、できるだけ漏れないような形で認証を

受けたところがご案内できる形というこ

とを取っていけたらなと思っております。 

 クーポンの印刷とかの関係がございま

すので、その時点で受けておられないとこ

ろをというのは難しいところがあるんで

すけれども、ホームページ等の掲載に関し

ては適時掲載可能でございますので、認証

を受けられたところに随時ご案内させて

いただいて、掲載できる形を取らせていた

だけたらと考えておる状況でございます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 まず、１点目のコロナ関係

の事務費、原課の取り組み、また社会福祉

協議会との連携、情報連携についてはよく

理解ができました。 

 貸付金についても、貸付申請をした方が

思ってた以上に早く入金があったという

ことで、喜ばれていたケースもありますの

で、今後もしっかり社会福祉協議会と連携

を取りながらそういう対応もお願いした

いと思います。 

 人員の増加については、ご答弁でよく理

解できました。コロナ禍の影響というのは、

たとえ感染が収束に向かったとしても、や

っぱり雇用とか経済の影響というのはこ

こ数年はやっぱり影響してくると思いま

す。そういう意味で、今後も人員に不足感

を感じるようであればしっかり声を上げ

ていただいて、市民の皆さんのニーズに応

えていただきたいことを要望いたします。 

 ２点目の、高齢者の確保資金の件です。

内容については理解できました。労働者名

簿というのが一つのキーワードというふ

うになってるみたいですけども、不正が起

こらないことも大事な点であると思いま

すけども、コロナ禍の前は例えば１０人雇

用してたところが、今６人しか雇用できて

いないとかいう、今はこうやけどこれまで

はこうだったんだという経過ももちろん

あるわけですね。そういう意味で、その辺

も加味しながら、不正なく適正な支援金が

給付できるように頑張っていただきたい

と思います。 

 事業所によってはなかなかワーキング

マネジャーというか、そういう事務作業が

なかなかできないところもありますので、

その辺も配慮してお願いして要望といた

します。 

 ３点目の産学官民のプラットフォーム

構築の件、内容理解できました。摂津市も

主導権を取ってやっていくんだという、原

課の思いもよく理解できました。担当者は

２名ということなんですけども、保健福祉

課のほうはコロナ禍の件も含めまして仕

事量もふえているのも事実だと思います。

そういう意味で、債務負担行為で予算も取

っていってますので、人員の確保について

もしっかり必要であれば原課から声を上

げていただきたいなと思います。 

 ２回目に、健都のまちづくりについてス

タートしたものの、途中でコロナ禍の状況

になってしまって、理事のほうのお仕事も

コロナ対応に占める割合も大きくなって

ると思うんですけども、この健都のまちづ

くりですね、現状までの取り組みと今後の

展望、思いを平井理事のほうからもお聞か

せいただきたいと思います。 

 次に４点目です。ゴールドステッカーの

認定の件ですけども、これからゴールドス

テッカーの制度を実際に進めていくこと

になると思うんですが、ゴールドステッカ

ーの対象にならない店舗にも光があたる

よう、一定はゴールドステッカー対象店舗

が主体になってますけど、全部に対して何
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か行き渡る、そういう方策にしていただけ

ることを要望して終わります。 

 以上です。 

○香川良平委員長 平井理事。 

○平井保健福祉部理事 それでは、３点目

の産学官民連携プラットフォーム構築に

関して、健都の全体の今後の展望を含めて

お答えさせていただきます。 

 先ほど答弁にありましたように、担当者

２名ということですが、担当者２名のうち

１名は私になります。私自身、この健都の

担当ということで、５年間、携わらせてい

ただきまして、まちづくりがどんどんハー

ド面から進み、ハード面のほうにつきまし

てはある程度完成に近づいてきたかなと、

感じているところでございます。 

 今後ですけども、ソフト面に関してこの

まちづくりを市民の皆様に共有していた

だくということと、あとは健都のまちづく

り自体が、目指す方向性が、世界にないク

ラスターの形成ということでございます

ので、その辺をどういうふうに構築してい

くかというのが、今後もずっとテーマとし

てはあるのかなというふうに考えている

ところでございます。 

 今回、補正予算に上げさせてもらいまし

た産学官民連携プラットフォーム構築支

援業務負担金につきましても、そういった

動きの中で今取り組んでいる事業でござ

いまして、これにつきましては、吹田市と

摂津市のほうで共同事業ということで、昨

年度から取り組みのほうをさせていただ

いております。 

 それに加えまして、今健都の中では様々

な動きがございます。例えば、昨年の冬に

国立循環器病研究センターが科学技術振

興機構、いわゆるＪＳＴの交付金を採択さ

れて、１０年間で３０億円というかなりの

巨大プロジェクト、これが国の事業として

動いております。この中身につきましては、

いわゆる医療クラスターの形成に、そうい

った取り組みを支援するというような補

助金というのが採択されて、それも同時に

動いております。大阪府におきましても、

これまで健都のまちづくりに深く関与し

ていただきまして、現在では我々とは別の

プラットフォームづくり、産学、産産です

ね、連携のプラットフォームづくりのほう

の構築に向けて、動かれているところでご

ざいます。我々もそれぞれの動きにつきま

しては、全てに関与しておりまして、それ

ぞれがしっかり役割分担して、最終的には、

今回予算、令和３年度の補正予算と来年度

の債務負担行為で今回計上させてもらっ

てますその予算の範囲で、いろいろ仕組み

づくりを構築しまして、令和５年度にそう

いった国循、大阪府、吹田市、摂津市で取

り組んでいるそういった産学官民連携プ

ラットフォームの完成形を目指していき

たいというふうに考えているところでご

ざいます。 

 我々摂津市と吹田市におきましては、基

礎自治体ということですので、やっぱり住

民目線というのが我々の得意とする、担う

べきジャンルかなというふうに考えてお

ります。具体的にはこの産学官民連携プラ

ットフォーム構築支援業務の中では、市民

が参加していただけるようなプラットフ

ォームというのを今目指しておりまして、

具体的にどういうことかといいますと、事

業者、企業の皆様でありますとか、アカデ

ミア、国循とか国立健康・栄養研究所、あ

るいはその他の大学、そういったアカデミ

アと企業がいろんな研究開発を試行的に

やっていく中で、市民の方のご意見を踏ま

えながら、そういった試行的な取り組み、
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実装の場としても取り組めるような、そう

いった仕組みを今何とか構築できないか

というふうに考えております。こういった

仕組みにつきましては、なかなか全国にも

ない取り組みでございますので、健都では

そういった全国にないそういった取り組

みができる場所ということで、どういった

ことが望まれるのか、その辺を今、大体週

１回ぐらいのペースで、現在コロナ禍であ

りますけども、昨年から頻繁にリモート会

議を中心に、吹田市、大阪府、我々、あと

事業者や、国循も含めて、定期的なそうい

った会議の場で今精力的に動いてるとこ

ろでございます。目に見える形といたしま

しては、まだもう先になろうかと思います

けども、今そういったところで関係者とこ

れまで以上に連携を強固にして、健都なら

ではの健康・医療のまちと呼ばれるような、

そういったまちになればいいかなという

ふうに考えておりまして、それに向けて、

これからも頑張っていきたいというふう

に考えております。来年度からの体制につ

きましては、いろんな業務の中、今こうい

った取り組みやっておりますが、その辺ま

た必要に応じて、またいろいろと検討させ

ていただきたいと思っておりますが、現在

はコロナ禍でありますけども、併せて決し

て手を抜くことなく健都のまちづくりに

ついても取り組んでいることをご理解い

ただけましたら幸いでございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 プラットフォーム構築の

件に関して、理事の意気込みもよく、構想

も理解できました。国循があるっていうこ

とで、市民の皆さん、もし大きな病気に仮

にかかったとしても安心感を持っておら

れますし、国循の今後の発展も市民の皆さ

ん期待されていると思います。 

 ただ、どうしても場所柄ですね、摂津市

の北の端になってしまいますので、淀川以

南の方々はふだん目にしてないもんです

から、しっかり国循の取り組みや、今おっ

しゃってる事業、これを市民の皆さん全般

に分かっていただけるように、しっかりア

ピールもしていただきたいというふうに

思います。 

 あとは、国家レベルのスケールのその取

り組みに携わっておられるわけで、そのた

めには、センスも必要であると思いますし、

取り込むスキルも必要になってくると思

います。そういう意味で、人材面の点では

必要と感じるのであれば、やっぱりしっか

り協議をしながら進めていただきたいと

思いますし、今後もこのまちづくり、さら

に発展しますように期待して質問を終え

ます。 

 以上です。 

○香川良平委員長 水谷委員の質問があ

りました。 

 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時３７分 休憩） 

（午前１１時３８分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 議案第５４号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 増永委員。 

○増永和起委員 介護保険の補正予算で

すが、２０２０年度の決算による清算だと

思うんですけれども、これによって基金繰

入金、売掛金もありますが、これによって
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基金がどうなったのか、２０２０年度は７

期の最終年だと思います。第８期の計画と

の関連についても教えていただきたいと

思います。 

 １回目は以上です。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 基金の残高でござ

います。令和２年度末の残高ですけども、

決算が終わりましたので確定額となって

おります。約６．１億円ということでござ

います。円単位で申しますと６億７６２万

７，４９３円となってございます。 

 補正後の積立金ですが、８，０５４万４，

０００円となっておりますので、令和３年

度末の残高の見込みでございますが、現在

のところ６億８，８１７万１，４９３円と

いうことで、約６．９億円となっておりま

す。 

 第７期の最終年度でしたけども、一定黒

字は確保できたと思っておりまして、実質

収支で令和２年度が１億２，８０７万３，

８６７円でございました。単年度収支も５，

７１４万４，２１１円ということで、約５，

７００万円の単年度収支も黒字を確保で

きておるということでございます。 

 第８期の計画ですが、基金の関係で言い

ますと、第８期につきましてはこの約６．

９億円のうち、保険料の軽減ですね、上昇

抑制の分で６億３，４５０万円を使う予定

にしております。令和４年度と令和５年度

で取り崩しを行っていくということでご

ざいます。 

 残りの約５，４００万円ですね、５，３

６７万円ほどありますけども、こちらが第

９期の保険料の軽減や第８期中の給付費

ですね、計画値以上となった場合に使うこ

とを想定しておりまして、第８期でござい

ますが、令和２年度の給付費の伸びがそん

なに伸びていないということがございま

して、こちらは新型コロナウイルスの影響

で令和２年度につきましてはサービスの

利用を控えるということで、通所系サービ

スですね、デイサービスの給付費が抑えら

れたということで、一定黒字は確保できて

おるんですけども、計画値も令和２年度は

前年度からの伸び率は保険給付費で７．

３％ぐらいの伸びを予定しておったんで

すけども、結局給付費の伸びは３．０％で

すね、令和元年度と比べて３．０％の伸び

ということで、計画値まで至らなかったと

いうことはございます。 

 ただ、第８期、一応計画は立てておるん

ですけども、やはり今心配になるのが緊急

事態宣言が終わりまして、利用者が今まで

サービスを抑えてきたというところで、反

動ですね、計画値の伸びは一定しておるん

ですけども、やはりこの間外出を自粛され

てた高齢者も多いということで、介護の現

場の方からは、生活の質の低下や認知症の

認知症状の進行というのも懸念されると

いうことも伺っておりますので、第８期計

画期間中ではございますけども、今後は給

付費の伸びがどうなっていくのか、やはり

我々としては介護予防、認知症予防、生き

がいの創出ということも先ほど申し上げ

てましたけども、そういうことに力点を置

いて安定的な介護保険財政の運営に努め

ていきたいということで考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 ２０２０年度末の基金

の、ほとんどを第８期の計画に入れていく

というお話だったのかなというふうに思

います。保険料の値上げ幅を抑えるという

ことで、そういう意味ではそれまでと違っ

て努力をしていただいたのかなっていう
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ふうに思います。この姿勢については非常

に評価をしております。 

 第６期ではね、最終年に３億円も大きな

黒字が出たのに、最後の出たものは次の期

の計画には会計上入れられないというよ

うな、市からのお返事があったわけですけ

れども、第７期の介護保険料の値上げ抑制

にそれは使えないというようなお話を、今

回は第８期に向けて全額を送っていくん

だという、それを使っていくんだというふ

うなことだったと思います。会計上できな

いってことはなかったということだとい

うふうに思いますので、これからそういう

観点でしっかりやっていただきたいなと

いうふうに思います。 

 それにしても、介護保険料の値上げはた

くさんの市民から年金の手取りが減って

困るという声をお聞きしています。値上げ

しないということはできなかったのか、お

答えいただきたいと思います。 

○香川良平委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 値上げについてで

ございます。やはり、後期高齢者の伸びと

いうのが２０２５年にかけてふえていく

ということでございます。我々としまして

も、やはり給付費の伸びというのは精査を

させていただいておるんですけども、やは

り一定は高齢者、後期高齢者の伸びという

のに合わせて一定伸ばしていくというこ

とが必要だと考えております。 

 ただ、現在コロナ禍ということもござい

ますので、保険料の伸びを一定抑えるとい

うことも大事だと思っておりますので、今

回は基金を活用させていただきまして、月

額で８２１円の上昇を抑えておるという

ことでおります。 

 私がいつも感じておりますのは、やっぱ

り安定的な財政運営ということで、保険料

と基金のバランスだといつも感じており

ますので、今の世代の負担ということと、

これ第９期、第１０期も続いていきますの

で、将来的な負担ですね、基金と保険料の

バランスで保険給付費ですね、これをしっ

かり確認しながら運営をしていきたいと

いうふうなことは考えております。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 課長は非常にご苦労も

されてるとは思うんですけれども、市長の

ほうからも今年度、介護保険何とか値上げ

せえへんわけにはいかへんのかと、何か工

夫はないのかというようなことでご腐心

されてたというのも、私たちもお聞きをし

ています。 

 介護保険料がね、高齢者の方々がどんど

ん人数がふえていくわけですので、やっぱ

り予算が大きくなっていくというのは、こ

れはもう必然だと思うんです。先ほどお話

があったように、じゃあそれを今回コロナ

禍の下で自主的に自粛をしはったという

ことやと思うんですけど、サービス量を減

らせば、そのときは一定費用は抑えられる

かもしれないですけれども、必要な方が必

要なサービスを受けないっていうことは、

その後に反動が出てきて、余計に大きな金

額が出てくるというなこともそうだと思

うんです。 

 やっぱりこの介護保険の特別会計の中

だけ見てると、いつまでもなかなか必要な

のに保険料は上げざるを得ない、それはそ

れでまた負担が大きい、こういうことの繰

り返しだと思うんですけど、これ一般会計

から繰り入れをすればクリアできる話で

ありまして、保険料引き下げのための繰り

入れをぜひしていただきたいと、私は思っ

てます。これは別に法令違反とかそういう
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ことではないですから、何も罰則もありま

せんしね、ぜひ行っていただきたいなと思

います。 

 ただ、保険料引き下げのための繰り入れ

はしたくないということがあるので、今回

も値上げになってしまったのかなと思う

んですけれども、それならばせめて高齢者

の皆さんにコロナ支援策ということで、保

険料値上げ分を一般会計から支援策とし

て支給するというようなことも考えられ

るんではないかな。マスクも消毒液も買わ

なければいけません、高齢者の皆さん、年

金がコロナで引き下がるっていうような

ことにはなってないわけですから、何も支

援がないわけなんですけれども、やはり出

ていくお金というのは大きいし、精神的な

負担も非常に大きいし、そういう中では市

からそういう支援というふうなものの給

付とかいうことも考えられるんじゃない

かなというふうに思いますので、ぜひ考え

てみてほしいです。 

 他県では、一般会計からの繰り入れで利

用料の減免、これをやっているところもご

ざいます。これ保険料引き下げのための繰

り入れではないので、ぜひ摂津市でも行っ

ていただきたいと思っています。これらは

全部要望としておきます。よろしくお願い

します。 

 以上です。 

○香川良平委員長 増永委員の質問が終

わりました。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１１時４８分 休憩） 

（午前１１時４９分 再開） 

○香川良平委員長 再開いたします。 

  ほかに質問ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１１時４８分 休憩） 

（午前１１時４９分 再開） 

○香川良平委員長 再開いたします。 

 次に、議案第５７号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 増永委員。 

○増永和起委員 議案第５７号ですけれ

ども、環境の保全、これ、国の法律改正を

受けてのものだと思いますが、国の制度も

含めて教えていただきたいです。 

 １回目、以上です。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 今回の条例改正で

ございますけども、国が地球温暖化対策の

推進に関する法律を改正されました。その

中身でございますけども、基本理念に２０

５０年カーボンニュートラルというのを

位置付けされ、地球温暖化対策という定義

の変更をされたものでございます。 

 具体的にはどういうふうな変更になっ

たかということでございますが、定義の中

身が温室効果ガスの排出の抑制という文

言から、温室効果ガスの排出の量の削減と

いうことに定義が変更になりましたので、

条例も合わせて変更させていただくもの

でございます。 

 以上でございます。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 ２０５０年カーボンニ

ュートラルということで、再生可能エネル

ギーの活用であるとか様々、ＣО２の削減

目標とかそういう問題を掲げて国が言っ

てるということだと思います。昨年１０月

に菅首相が宣言をされて、いろいろと法改

正というふうなことになってきてると思



- 26 - 

 

うんですけれども、摂津市ではじゃあ今、

抑制から量の削減ということでね、変わっ

たということですが、摂津市の条例も変え

ていくわけですので、この辺について具体

的にはどんなことを考えておられるんで

すか。 

○香川良平委員長 山本課長。 

○山本環境政策課長 具体的方策という

ご質問でございます。委員の皆様には、ご

案内を過去させていただきました。令和２

年度に、本市の温暖化計画の改正を予定さ

せていただいておりました。今、委員から

もございましたように、昨年１０月、国の

ほうで２０５０年カーボンニュートラル

ということを位置付けられましたので、そ

の計画を今年度に延長させていただいて

るところでございます。 

 また、国のほうから詳細な施策でござい

ますとか、届いてないところがたくさんあ

るんですけども、今年度策定いたします本

市の地球温暖化地域計画の中で取り入れ

ていけるものは取り入れていきたいとい

うふうに考えております。 

 ただ、国のほうからそのような状況でご

ざいますので、本年その計画の策定委員会

を予定いたしておりますけども、まだ今年

度１回目も開けてないような状況でござ

います。庁内の会議におきましては、検討

部会におきましては２回、協議をさせてい

ただいておりまして、国の大まかな情報だ

けは庁内に情報提供させていただいてる

ということでございます。 

 詳細につきましては、地域計画の中で検

討してまいりたいと思いますので、もうし

ばらくお時間をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○香川良平委員長 増永委員。 

○増永和起委員 国はね、今のお話でもそ

う思いますけど、本気じゃないなというよ

うに思っております。この２０５０年のカ

ーボンニュートラルということですけれ

ども、２０３０年までに一定のめどを立て

てやっていかなあかんのに、そこについて

非常に後ろ向きな形でありますし、また再

生可能エネルギーの最大限の導入という

ことが掲げられてますけど、２０５０年、

導入割合で５０％から６０％という低い

ことしか考えていない。原子力と火力にま

だ頼るということで、ここに３０％から４

０％、火力にまだ頼るかと思うんです。カ

ーボンニュートラル実現の可能性が危ぶ

まれてるような問題なのに、それを選択肢

として最大限に追求するなどということ

も言っています。 

 原子力や火力に頼らない再生可能エネ

ルギーを中心とした、再生エネルギー１０

０％に可能な限り近づけるということで

あってこそ、初めてカーボンニュートラル

政策というふうにはっきり断言できると

思うんですけれども、国はそんなふうにな

っていないという状態です。 

 摂津市は国の対策を、今どんなものが決

定されるのかということで見ておられる

んだと思うんですけれどね、やはり国の様

子見ではなくて、摂津市自身としてどんな

ことできるのかとかいうようなこともし

っかりと考えていただきたいですし、反対

に自治体のほうから、国に対して環境問題

をしっかり取り組むということについて

求めていっていただきたいと。やはりこの

気候危機というのは、２０３０年までに本

当に何とかめどを立てないと、後戻りでき

なくなっていくという状況だと思います

ので、ぜひよろしくお願いしたいと思いま

す。要望としておきます。 

○香川良平委員長 ほかに質問ございま
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せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１１時５５分 休憩） 

（午前１１時５７分 再開） 

○香川良平委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○香川良平委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 議案第５２号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第５４号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第５７号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○香川良平委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午前１１時５９分 閉会） 
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